
㈱R-CORPORATION外部評価事業部

地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 8

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 2 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 0 外部評価は20項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 6

１．その人らしい暮らしの支援 4

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 20 家　 族

運営者

職員

チーム

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同
義）を指します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含み
ます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所
以外のメンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが
期待される内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

訪問調査日 2018年2月24日

事業所名 グループホーム朋友

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 2018年5月14日

評価機関名 株式会社　R-CORPORATION

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1473400123

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞

法人名 社会福祉法人　朋友会



㈱R-CORPORATION外部評価事業部

自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 平成30年2月24日

事　業　所　名

（ 246-0023

名

名

名

9 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】

外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

事 業 所 番 号

所　　在　　地

サービス種別

定　 員　 等

グループホーム朋友

登録定員

通い定員

平成30年5月22日

神奈川県横浜市瀬谷区阿久和東３－５５－２

宿泊定員

定員　計

平成30年5月14日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

平成　29　年度

株式会社　Ｒ－ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

〒221-0835　横浜市神奈川区鶴屋町3-30-8ＳＹビル2Ｆ

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

指 定 年 月 日

社会福祉法人　朋友会

1473400123
平成13年2月1日

 1 ～ 14

　□　認知症対応型共同生活介護

36 ～ 55

56 ～ 68

）

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

ﾕﾆｯﾄ数

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

評 価 結 果
市町村受理日

15 ～ 22

23 ～ 35

　□　小規模多機能型居宅介護

平成30年1月26日

Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

●この事業所は社会福祉法人　朋友会の経営です。同法人は、昭和59年に軽費老人
ホーム「睦荘」を開設し、その後平成13年に、ここ「グループホーム朋友」を開設
しました。現在は横浜市瀬谷区内で軽費老人ホーム、グループホームを1ヶ所ずつ
運営しています。法人の理念に「利用者が『安心・生きがい・満足』を感じていた
だきながら、活き活きと明る生活の実現を目指します。」を掲げています。ここの
特徴の1つとして、軽費老人ホームとグループホームが同敷地に隣接しているた
め、行事や災害時における協力体制も構築され、行事や避難訓練などを合同で開催
したり、睦荘を利用していた方がグループホームに入居されることになっても、馴
染みの場所や人との関係を継続しながら生活出来る環境が整っている点です。場所
は相鉄線「希望ヶ丘駅」からバスに乗り「善部第2」下車して徒歩7分程の住宅地の
中に位置しています。
●法人の理念を踏まえて作成した、事業所独自の理念「地域に開かれた家庭的な雰
囲気のグループホーム」を掲げています。この理念を具現化するための方法とし
て、職員で意見を出し合いながら毎年スローガンを作成しています。今年は「この
場所、変わらない毎日が宝物」をスローガンとしてユニット内に掲示し、全職員で
共有しています。利用者を主体としたケアに重点を置き、食事以外のタイムスケ
ジュールを決めず、利用者の自己決定や自主性を尊重してながら生活のリズムを作
ることで、利用者にとって「この場所、変わらない毎日が宝物」と感じていただけ
るような支援を心がけています。

自宅に居る環境に近い雰囲気を持った場所として本人主体の人として当たり前の暮ら
しができるよう個々の能力に応じてグループ単位で外出したり趣味を楽しめるように
機会を増やすように心掛けています。

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目



56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 　○ 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホーム朋友

かめ

 事業所名

 ユニット名
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

いつでも目が通せるように理念を掲げそれを目標と
し、それに沿ったケアが出来るよう日々話し合って
いる。（ケース会議、ミニカンファレンス等）

法人の理念を踏まえて作成した、事業所独自の理念
「地域に開かれた家庭的な雰囲気のグループホー
ム」を掲げています。この理念を具現化するため
に、毎年スローガンを作成し、今年は「この場所、
変わらない毎日が宝物」をユニット内に掲示して、
全職員で共有しています。スローガンは年度末に振
り返り、達成状況の確認を行っています。

今後の継続

自治会に参加しており、回覧板等で自治会の行事、
消防、睦荘祭りの参加等で、交流をはかっている。

同法人は、昭和59年に軽費老人ホーム「睦荘」を開
設し、その後平成13年に、ここ「グループホーム朋
友」を開設するなど、古くからこの地域に根づいて
いるということもあり、自治会にも開設当初から加
入しています。回覧板を通じて地域の情報をいただ
参加している他、避難訓練や睦荘祭りに参加いただ
き交流を図っています。

今後の継続

自治会や地域の方々の見学、相談をお受けしてい
る。また、認知症に関する啓発運動や予防事業も
行っている。

今年度運営推進会議を６回開会し、そこでの意見等
を検討し、話し合う場を設け改善に努めている。自
治会長、民生委員、ケアプラザ、利用者、家族、ス
タッフとで実際のサービス評価への取り組み等報
告、話し合いで意見を頂き活用している。

自治会長、民生委員、ケアプラザ、家族、利用者の
参加で開催しています。事業所の現状・活動報告、
地域の情報、災害発生時における協力体制などにつ
いての意見交換を行い、参加者からの意見を検討し
た上で運営に反映させるようにしています。利用者
が生活しているリビングで行い、生活の様子を見て
いただくことで、実情を理解していただくようにし
ています。

今後の継続

運営推進委員の参加、徘徊ネットワークへの加入等
で実情や取り組みを理解して頂いている。話をする
場を設けている。

生活保護受給者の受け入れを行っている関係で区の
担当者とは密に連絡を取り合っています。また、旭
瀬谷区のグループホーム連絡会に加入し、研修会な
どには市の職員も出席しているので積極的に参加
し、情報交換や情報共有に努めています。市の集団
講習会には必ず管理者が出席しています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

研修等に積極的に参加し、その知識をスタッフが共
有できるよう、勉強会を開いている。スタッフの知
識向上の意識づけをしている。

ご家族・ご利用者の意見や苦情をいただくノートを
設置している。また、ご家族の意見を聞く場も設け
ている。何かあった場合には、その都度カンファレ
ンスを行い改善に努めている。

家族からの意見や要望・苦情については、来訪時に
日々の様子を伝えた際に伺うようにしていますが、
必ずしも直接言える方ばかりでもないことを考慮し
て、別で個別ノートも用意しています。家族との関
係も良好で、職員2名と家族会役員を中心に年1回家
族会の催し内容を決めて開催するなど和やかな雰囲
気で開催されています。

今後の継続

身体拘束を行わないと言うことを全てのスタッフが
理解しており、身体拘束のないケアを実践してい
る。

方針として身体拘束を行わないと掲げ、開設以来身
体拘束は1度も行っていません。日中は玄関・門扉と
もに施錠を行わず、自由に出入り出来るようにして
います。身体拘束・虐待防止委員会を中心に3ヶ月に
1回勉強会を開催し、スピーチロック、ドラッグロッ
ク、フィジカルロックの3つの身体拘束について、正
しい理解と知識を学び職員の意識を高めています。
勤務年数の長い職員が多いですが、繰り返し研修を
行い再確認することで、身体拘束の無いケアを実践
しています。

今後の継続

研修等への参加、勉強会の実施等でスタッフ全員が
理解し、ご利用者それぞれに対しての必要性を話し
合う場を設けている。

面接の際、一つ一つの事柄に対して細かく説明し、
ご家族やご利用者に不安の残らないよう納得してい
ただけるまで話をしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

さまざまな研修・勉強会に平等に参加できるよう、
機会を作っている。またホーム内でも勉強会を実施
している。

日常の会話・行動の中から、意見などを聞き、また
は見つけ個人との話し合いの場を設けている。それ
でも解決しないときは、会議を開き全員で話し合い
をしている。

勤務年数の長い職員が多く、管理者と職員は何でも
相談ができる関係が構築されており、日頃からも職
員とコミュニケーションを図り、その中でも業務に
関する意見や提案を聞くようにしています。職員か
らの意見や提案は月1回のユニット会議の中で議題に
挙げて話し合い、反映させています。また、職員間
の親睦を深めるために忘年会も開催しています。

今後の継続

各個人の実績・努力等を見極め、給与等に反映させ
ている。また、働きやすい環境作りのためにスタッ
フとの話し合いの場を設けている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

個別対応を行いゆっくり時間をかけて本人の心情・
情況を探り把握し安心して穏やかに過ごしていただ
ける環境作りに常に取り組んでいる。

他のグループホームとの相互研修やグループホーム
の連絡会を通じてネットワークを広げ、意見や情報
交換を行なっている。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部
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実施状況 実施状況
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外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

ご家族との連絡を密に取り意見等を聞く機会を設け
ている。（電話や来訪時等）
家族ノートを利用し、伝達事項等を来訪時に細めに
お伝えするようにしている。

本人、家族の相談を受け止め、必要な支援を見極め
るように努めている。経過記録を記入し常に最善の
状態が保てるように支援している。又状況に合わせ
その都度カンファレンスを行なっている。

共通の話題を提供しながら会話に参加できるよう工
夫している。調理の仕方・味付けなど昔の生活の知
恵を教わりながら一緒に行う事で信頼関係を築いて
いる。毎月利用者の状態を一筆書きにて報告してい
る。

ご意見ノートを作成している。投げかけられた疑
問・不満・意見に対してのカンファレンスを行いス
ムーズな回答を心がけている。入居者様の現在の様
子を細かくお伝えするよう一筆書きにして郵送して
いる。

会いたい人にはできるだけ会い、行きたいところに
も出かけられるようご家族と相談しながら支援して
いる。本人の希望があれば、電話連絡の手段も活用
して外部との接触が遮断しないようにしている。携
帯電話保持者も増えている。

その方にとって馴染の人や場所を大切にし、家族と
相談しながら馴染の関係を継続出来るように支援し
ています。隣接している睦荘から入居される方もお
り、睦荘と合同で開催している「朋友祭り」で顔見
知りの職員や利用者と再会を楽しむ方もいます。携
帯電話を持ち込んでいる方も増えてきており、本人
の希望で電話をかけて話せるように手伝うこともあ
ります。

今後の継続
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実施状況 実施状況
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外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

いつでも対応できるよう関係を続けるようにしてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

定期的に席替えを行い全員が円滑にコミュニケー
ションを取れるよう配慮。また、料理や掃除など共
同で行う事で仲間意識が生まれ協力し合えるような
環境作りを行なっている。

個別対応を行う事でご本人の希望を聞き、ケース会
議で検討しできるだけご本人の希望をかなえてい
る。

入居時のアセスメントで本人と家族から過去の生活
歴や事業所での暮らし方の希望を聞き、本人の希望
に沿った支援が実践出来るようケース会議で検討
し、介護計画に反映させています。入居後は日々の
関わりの中で気づいたこと、本人から発せられた言
葉を気づきノートに記載して情報共有しなら、本人
の希望や意向に沿った支援に努めています。

今後の継続

ご家族にバックグラウンドを聞くことと、以前住ん
でいた所のサマリーを参考にしながらご本人にも話
を聞き把握できるよう努めている。

毎日の申し送り・経過記録・観察等で把握してい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

ご本人・ご家族・スタッフそれぞれ話し合いの場を
設け、ケース会議を行い状況に合わせたサービスを
提供している。介護計画書に家族から同意を頂いて
いる。モニタリング、アセスメントをスタッフ全員
で行っている。

ケアカンファレンスは全職員参加で開催していま
す。申し送りノートや経過記録、気づきノートを活
用しながら、全職員で意見を出し合いアセスメント
要約表(健康状態、ADL)に利用者の状態を纏め、現状
における課題を抽出しながら、利用者の出来ること
の可能性を探り、現状に即した介護計画を作成して
います。策定した介護計画は本人と家族に説明し同
意をいただいてからケアに反映させています。

今後の継続

日常の申し送りや経過記録、気付きノート又、夜勤
専従ノートにより、夜勤帯だけのスタッフにも状況
が把握できるようにしている。状況に合わせその都
度話し合い最善のケアが出来るように努めている。

変化していく状況を把握しニーズに沿ったケアが出
来るように話し合い必要なサービスを提供できるよ
うに心がけている。

ご利用者の有する能力に応じ地域資源を利用し楽し
く毎日を過ごしていただけるように支援している。
また地域の方々にもご理解いただき安全にも十分配
慮している。

月２回の訪問医がいる事と提携先の病院があること
は伝えているが、ご本人・ご家族の希望する病院が
ある場合にはそちらを優先し常に適切な医療を受け
られるよう経過をメモして渡している。

主治医の選択については、入居時にかかりつけ医の
有無を確認し、本人や家族の希望を最優先にしてい
ます。事業所の協力医療機関のクリニックから月2回
の訪問診療がり、歯科医は週1回の巡回があります。
訪問看護師による週1回のバイタルチェックや健康管
理もあり、適切な医療支援が受けられるようになっ
ています。また、看護師は24時間のオンコール体制
をとっているため、安心に繋がっています。

今後の継続
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

医療連携ノートを中心に訪問医と訪問看護士の指示
を受けている。また日常の気付きを連携ノートに記
入するようにしている。特変時は電話で看護士に相
談して指示を仰いでいる。

入院した時はホーム側サマリーを作成して病院との
情報交換により安心して治療ができるようにしてい
る。また退院時はご家族からの情報を元にご利用者
と面会し退院時期等はご家族と病院と連絡を取り相
談の上で決定している。

定期的に災害時訓練を行なっている。地域と連携を
とり地域の方が入居者の避難誘導のお手伝いをして
下さる。

避難訓練は年3回、消防署立会いの下に睦荘と合同で
地域の方にも参加いただき実施しています。地域の
方に避難誘導や見守りをお願いし、実際に防災頭巾
を被っての避難、水消火器の取り扱い訓練など、本
格的な訓練を実施しています。非常食や備蓄品につ
いては、建物の外にある倉庫で保管しています。施
設長が地域の消防団に所属しているなど、地元の自
治会とも災害時における防災協定を結んでいます。

今後の継続

本人、家族、ドクター、スタッフで話し合いを持
ち、十分検討しながら最善の方向へ進めるように支
援している。終末医療、及びケアの基本的な考え方
を説明している。

入居時に重度化における指針について説明していま
す。事業所では看取りの実績はありませんが、看取
りを出来る体制を整えています。主治医の判断で重
度化してきたと認められた場合は、主治医、家族、
事業所による話し合いの場を設け、種々様々な選択
肢を話し、家族の意向に沿った支援を行っていま
す。

今後の継続

状況に応じて、出来る限りの応急処置を行ってい
る。全スタッフが落ち着いて対応できるようにマ
ニュアルを作成している。また、訪問看護士へ連
絡、的確な指示を仰いでいる。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

人格を尊重しご本人の返答能力に応じた会話やさり
げない言葉がけを心がけている。否定的な会話はせ
ずに同じ姿勢で会話することをおこなっている。

法人の運営理念にも「利用者の自己決定や自主性を
尊重し、尊厳と権利擁護の保護に努めます」と掲げ
ており、職員は利用者1人ひとりの人格を尊重し、返
答能力に応じた会話や言葉がけを徹底しています。
ケアについては、本人を主体として当たり前の暮ら
しができるよう、強制せずに利用者本位の生活支援
に努めています。

今後の継続

ご利用者の思いや意見を引き出せるような声掛けや
ご自身で決定できるような誘導をさりげなく行なっ
ている。強制はせず、常に利用者の思いを尊重する
姿勢を心掛けている。
強制はせず、利用者本位の生活を努めている。

ご利用者が自由に自分のペースを保ちながら暮らせ
るように希望に沿って支援している。

一人ひとりの好みを聞きその人に合ったおしゃれを
楽しめるよう支援している。外出時には気分を変え
る為にも、希望がある方にはお化粧のお手伝いをし
ている。

家庭的な食事に近いようにご利用者の食べたいもの
を聞いたり、一緒に切り方や盛り付けを工夫する。
できる方には簡単な刻みや皮むき等も見守りで行っ
ていただいている。

食事のメニューは献立委員会が利用者の意見を取り
入れながらメニューを考え、ネットスーパーや車で
食材を買い出しに行っています。食事は楽しみの1つ
として捉え、季節の食材やお刺身なども取り入れて
います。出来る方には下ごしらえや下膳、食器洗い
などを手伝っていただくようにして、食事に関わっ
ていただくようにしています。また、プランターで
夏野菜(キュウリ、ゴーヤ、トマト）の栽培を行い、
利用者と共に収穫を楽しみながら、食卓に並ぶこと
もあります。誕生日は1人ずつお祝いして、その人が
主役になれるようにしています。

今後の継続
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

高齢者なので塩分や糖分の取りすぎに注意しながら
軟らかく食べやすいように調理している。水分は不
足しないよう常に心がけている。
必要のある方には、食事摂取量、水分摂取量シート
をつけ、スタッフ全員で状況把握できるようにして
いる。

毎食後の口腔ケアや夜間の義歯洗浄を行なってい
る。訪問歯科医による口腔チェックケアを行ってい
る。ホーム内でも常に一人ひとりの口腔状態に気を
配っている。舌苔にも気を付けブラッシングを声掛
けで行っていただいている。

排泄チェックでご利用者の排泄サイクルを把握し定
期的な声掛けや誘導を行なっている。出来るだけ自
力で排泄が出来るように支援している。

排泄チェック表を活用して1人ひとりの排泄パターン
を把握し、定時やタイミングを見計らった声かけで
トイレ誘導を行っています。事業所では、利用者の
負担を考慮したうえで、トイレでの自力排泄を第1と
した支援を心がけています。便秘気味の方には体
操、食事の工夫や水分摂取量を調整しています。

今後の継続

排便チェックで個々の排便の有無を把握し軽い運動
や食事の工夫・水分摂取等に気をつけて便秘の予防
に心がけている。

毎日の体調を把握しご本人の意思も尊重しながら一
人一人のペースに合わせくつろいだ入浴が出来るよ
う支援している。入浴剤等も利用してリラックスで
きるように心がけている。

利用者の体調を考慮し、意思を尊重しながら週3日は
入浴していただくようにしています。入浴は1人ひと
りのペースに合わせ、くつろいで入浴出来るよう配
慮しながら支援しています。季節の湯や入浴剤を使
用しながら、リラックスして入浴していただけるよ
うに心がけています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

ホームの一日の生活時間に合わせ個々に合わせた安
眠策をとっています。ゆったり、のんびりも心掛け
その方々にあった生活を送って頂くようにしてい
る。

お薬ノートを作成していて、ドクターとご家族と相
談して服薬の確認をとっている。また、体調の
チェックを行い状況に合わせることを全員が理解・
把握している。与薬時は誤薬防止のためにスタッフ
二人対応で確認している。

個々の得意とすることを把握して、それぞれが楽し
めるように支援している。役割となるようなことを
見つけ出し、必要とされていることを感じて頂く。

ホームの中だけではなく庭に出て陽を浴びたり花を
楽しんでいる。定期的に買い物ツアーをしたり、全
員で外食する事もある。地域の行事には積極的に参
加し社会的参加を心掛けている。

天気や気候、利用者の体調を考慮しながら、散歩に
出かけたり、敷地内に設置してあるベンチで外気浴
を行っています。また、移動販売車が来た際に買い
物したり、イトーヨーカードに職員と一緒に食材や
日用品の買い出しに行くこともあります。季節に応
じた外出支援は必ず取り入れ、苺狩り、紅葉狩り、
初詣などに出かけています。睦荘祭りや地域の行事
で地域の方との交流を図り、社会性の維持に繋げて
います。

今後の継続

金銭管理のできる方は、個人の財布を所持し支払い
も自分でしていただいている。出来ない方はスタッ
フが管理し支援し代行している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

ご利用者が手紙や電話を日常的に利用できるように
プライバシーに配慮しながら支援している。また、
手紙の代筆・代読・筆記等介助している。
ご本人、ご家族の要望により携帯電話を所持してい
る方の管理のお手伝いをしている。

リビングにはソファーを置きトイレはいつも清潔に
気をつけ、食器も陶器にし暖かい雰囲気を作ること
を心がけている。廊下・台所等足元はいつも整頓し
転倒しないよう壁等も季節にあったものを飾ってい
る。日めくりカレンダーを制作し、月日の感覚を損
なわないようにしている。

建物はＬ字型の構造になっており、廊下の両側に居
室があるため視覚になってしまう場所は設置されて
いるカーブミラーで確認しながら対応しています。
室内は利用者の動線を確保するべく整理整頓され、
加湿器や空気清浄機を使って換気を行うなど環境整
備に努めています。壁にはレクで作った作品や季節
に応じた装飾が行われ、日めくりカレンダーで月日
の感覚を損なわないように配慮しています。リビン
グの一角に台所があり、調理の音や香りに誘われて
皆が自然と集まるリビングになっています。

今後の継続

一人ひとりが自由に行き来をし、ご利用者同士で話
しをしている。また、会話に入れない人もいるため
スタッフがいつでも声掛をし気をつけてます。耳の
遠い方には耳元で話して差し上げ孤独感を与えない
ように行っている。

入居時にご本人が使い慣れた家具等を持ち込み毎日
の掃除で清潔にし部屋の中も快適な温度に保ち自宅
でくつろいでいるような気分になれるよう心がけて
いる。ご自分でできない方にはスタッフが環境整備
に努めている。

入居時の生活環境の変化から入居者が不安や混乱を
招くことのないように、使い慣れた家具や調度品を
持ち込んでいただくように伝えています。衣装ケー
ス、タンス、テレビ、仏壇、ベット、布団で起床し
ていた方は布団を持ち込んでいただき、その方に
とって落ち着いて生活出来る環境作りを支援してい
ます。室温管理や衣替えは職員が行っています。

今後の継続

転倒防止の為、床はバリアフリーにし廊下には手す
りを付け照明も明るくしている。邪魔になるような
物は置かず、安全配慮に心掛けている。
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事業所

グループホーム朋友
作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

家族と共に利用者の人
生を振り返り、掘り下
げて把握する取組の強
化を行う。

身体的な低下、認知の
進行を予防し現状維持
が保てるように入居者
と向き合って行く。

１年

ADLの違う利用者の片
寄りが多く全員での行
動が難しくなってい
る。

その方に合った楽しみ
方を利用者と共に話選
んで行く。

１年

寄り添う気持ちを大切
に、笑顔のあふれる
ホーム作りを行う。

利用者同士の関係を円
滑に、一人孤立しない
ようにする。

１年

春夏秋冬の理解が感じ
られない。

五感を育む。 １年

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

平成30年2月24日

目標達成に向けた

具体的な取組み内容

季節に応じての食・花な
ど目で見て楽しみ体で感
じて頂く。

目　標　達　成　計　画

利用者に今何がしたいか
を聞き個別対応を行い実
行していく。

その方の望み通りに実現
できるように計画してい
く。

利用者全員がレクリエー
ションを楽しめる様に工
夫提供し、一人一人が孤
立せず和やかに過ごせる
様にしていく。

目　　標
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 　○ 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホーム朋友

 ユニット名 つる

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

今年度運営推進会議を６回開会し、そこでの意見等
を検討し、話し合う場を設け改善に努めている。自
治会長、民生委員、ケアプラザ、利用者、家族、ス
タッフとで実際のサービス評価への取り組み等報
告、話し合いで意見を頂き活用している。

運営推進委員の参加、徘徊ネットワークへの加入等
で実情や取り組みを理解して頂いている。話をする
場を設けている。

自治会に参加しており、回覧板等で自治会の行事、
消防、睦荘祭りの参加等で、交流をはかっている。

自治会や地域の方々の見学、相談をお受けしてい
る。また、認知症に関する啓発運動や予防事業も
行っている。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

いつでも目が通せるように理念を掲げそれを目標と
し、それに沿ったケアが出来るよう日々話し合って
いる。（ケース会議、ミニカンファレンス等）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

ご家族・ご利用者の意見や苦情をいただくノートを
設置している。また、ご家族の意見を聞く場も設け
ている。何かあった場合には、その都度カンファレ
ンスを行い改善に努めている。

研修等への参加、勉強会の実施等でスタッフ全員が
理解し、ご利用者それぞれに対しての必要性を話し
合う場を設けている。

面接の際、一つ一つの事柄に対して細かく説明し、
ご家族やご利用者に不安の残らないよう納得してい
ただけるまで話をしている。

身体拘束を行わないと言うことを全てのスタッフが
理解しており、身体拘束のないケアを実践してい
る。

研修等に積極的に参加し、その知識をスタッフが共
有できるよう、勉強会を開いている。スタッフの知
識向上の意識づけをしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

他のグループホームとの相互研修やグループホーム
の連絡会を通じてネットワークを広げ、意見や情報
交換を行なっている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

個別対応を行いゆっくり時間をかけて本人の心情・
情況を探り把握し安心して穏やかに過ごしていただ
ける環境作りに常に取り組んでいる。

各個人の実績・努力等を見極め、給与等に反映させ
ている。また、働きやすい環境作りのためにスタッ
フとの話し合いの場を設けている。

さまざまな研修・勉強会に平等に参加できるよう、
機会を作っている。またホーム内でも勉強会を実施
している。

日常の会話・行動の中から、意見などを聞き、また
は見つけ個人との話し合いの場を設けている。それ
でも解決しないときは、会議を開き全員で話し合い
をしている。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

会いたい人にはできるだけ会い、行きたいところに
も出かけられるようご家族と相談しながら支援して
いる。本人の希望があれば、電話連絡の手段も活用
して外部との接触が遮断しないようにしている。携
帯電話保持者も増えている。

共通の話題を提供しながら会話に参加できるよう工
夫している。調理の仕方・味付けなど昔の生活の知
恵を教わりながら一緒に行う事で信頼関係を築いて
いる。毎月利用者の状態を一筆書きにて報告してい
る。

ご意見ノートを作成している。投げかけられた疑
問・不満・意見に対してのカンファレンスを行いス
ムーズな回答を心がけている。入居者様の現在の様
子を細かくお伝えするよう一筆書きにして郵送して
いる。

ご家族との連絡を密に取り意見等を聞く機会を設け
ている。（電話や来訪時等）
家族ノートを利用し、伝達事項等を来訪時に細めに
お伝えするようにしている。

本人、家族の相談を受け止め、必要な支援を見極め
るように努めている。経過記録を記入し常に最善の
状態が保てるように支援している。又状況に合わせ
その都度カンファレンスを行なっている。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

ご家族にバックグラウンドを聞くことと、以前住ん
でいた所のサマリーを参考にしながらご本人にも話
を聞き把握できるよう努めている。

毎日の申し送り・経過記録・観察等で把握してい
る。

いつでも対応できるよう関係を続けるようにしてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

個別対応を行う事でご本人の希望を聞き、ケース会
議で検討しできるだけご本人の希望をかなえてい
る。

定期的に席替えを行い全員が円滑にコミュニケー
ションを取れるよう配慮。また、料理や掃除など共
同で行う事で仲間意識が生まれ協力し合えるような
環境作りを行なっている。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

月２回の訪問医がいる事と提携先の病院があること
は伝えているが、ご本人・ご家族の希望する病院が
ある場合にはそちらを優先し常に適切な医療を受け
られるよう経過をメモして渡している。

変化していく状況を把握しニーズに沿ったケアが出
来るように話し合い必要なサービスを提供できるよ
うに心がけている。

ご利用者の有する能力に応じ地域資源を利用し楽し
く毎日を過ごしていただけるように支援している。
また地域の方々にもご理解いただき安全にも十分配
慮している。

ご本人・ご家族・スタッフそれぞれ話し合いの場を
設け、ケース会議を行い状況に合わせたサービスを
提供している。介護計画書に家族から同意を頂いて
いる。モニタリング、アセスメントをスタッフ全員
で行っている。

日常の申し送りや経過記録、気付きノート又、夜勤
専従ノートにより、夜勤帯だけのスタッフにも状況
が把握できるようにしている。状況に合わせその都
度話し合い最善のケアが出来るように努めている。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

状況に応じて、出来る限りの応急処置を行ってい
る。全スタッフが落ち着いて対応できるようにマ
ニュアルを作成している。また、訪問看護士へ連
絡、的確な指示を仰いでいる。

定期的に災害時訓練を行なっている。地域と連携を
とり地域の方が入居者の避難誘導のお手伝いをして
下さる。

入院した時はホーム側サマリーを作成して病院との
情報交換により安心して治療ができるようにしてい
る。また退院時はご家族からの情報を元にご利用者
と面会し退院時期等はご家族と病院と連絡を取り相
談の上で決定している。

本人、家族、ドクター、スタッフで話し合いを持
ち、十分検討しながら最善の方向へ進めるように支
援している。終末医療、及びケアの基本的な考え方
を説明している。

医療連携ノートを中心に訪問医と訪問看護士の指示
を受けている。また日常の気付きを連携ノートに記
入するようにしている。特変時は電話で看護士に相
談して指示を仰いでいる。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

家庭的な食事に近いようにご利用者の食べたいもの
を聞いたり、一緒に切り方や盛り付けを工夫する。
できる方には簡単な刻みや皮むき等も見守りで行っ
ていただいている。

ご利用者が自由に自分のペースを保ちながら暮らせ
るように希望に沿って支援している。

一人ひとりの好みを聞きその人に合ったおしゃれを
楽しめるよう支援している。外出時には気分を変え
る為にも、希望がある方にはお化粧のお手伝いをし
ている。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

人格を尊重しご本人の返答能力に応じた会話やさり
げない言葉がけを心がけている。否定的な会話はせ
ずに同じ姿勢で会話することをおこなっている。

ご利用者の思いや意見を引き出せるような声掛けや
ご自身で決定できるような誘導をさりげなく行なっ
ている。強制はせず、常に利用者の思いを尊重する
姿勢を心掛けている。
強制はせず、利用者本位の生活を努めている。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

排便チェックで個々の排便の有無を把握し軽い運動
や食事の工夫・水分摂取等に気をつけて便秘の予防
に心がけている。

毎日の体調を把握しご本人の意思も尊重しながら一
人一人のペースに合わせくつろいだ入浴が出来るよ
う支援している。入浴剤等も利用してリラックスで
きるように心がけている。

毎食後の口腔ケアや夜間の義歯洗浄を行なってい
る。訪問歯科医による口腔チェックケアを行ってい
る。ホーム内でも常に一人ひとりの口腔状態に気を
配っている。舌苔にも気を付けブラッシングを声掛
けで行っていただいている。

排泄チェックでご利用者の排泄サイクルを把握し定
期的な声掛けや誘導を行なっている。出来るだけ自
力で排泄が出来るように支援している。

高齢者なので塩分や糖分の取りすぎに注意しながら
軟らかく食べやすいように調理している。水分は不
足しないよう常に心がけている。
必要のある方には、食事摂取量、水分摂取量シート
をつけ、スタッフ全員で状況把握できるようにして
いる。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

金銭管理のできる方は、個人の財布を所持し支払い
も自分でしていただいている。出来ない方はスタッ
フが管理し支援し代行している。

個々の得意とすることを把握して、それぞれが楽し
めるように支援している。役割となるようなことを
見つけ出し、必要とされていることを感じて頂く。

ホームの中だけではなく庭に出て陽を浴びたり花を
楽しんでいる。定期的に買い物ツアーをしたり、全
員で外食する事もある。地域の行事には積極的に参
加し社会的参加を心掛けている。

ホームの一日の生活時間に合わせ個々に合わせた安
眠策をとっています。ゆったり、のんびりも心掛け
その方々にあった生活を送って頂くようにしてい
る。

お薬ノートを作成していて、ドクターとご家族と相
談して服薬の確認をとっている。また、体調の
チェックを行い状況に合わせることを全員が理解・
把握している。与薬時は誤薬防止のためにスタッフ
二人対応で確認している。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

入居時にご本人が使い慣れた家具等を持ち込み毎日
の掃除で清潔にし部屋の中も快適な温度に保ち自宅
でくつろいでいるような気分になれるよう心がけて
いる。ご自分でできない方にはスタッフが環境整備
に努めている。

転倒防止の為、床はバリアフリーにし廊下には手す
りを付け照明も明るくしている。邪魔になるような
物は置かず、安全配慮に心掛けている。

リビングにはソファーを置きトイレはいつも清潔に
気をつけ、食器も陶器にし暖かい雰囲気を作ること
を心がけている。廊下・台所等足元はいつも整頓し
転倒しないよう壁等も季節にあったものを飾ってい
る。日めくりカレンダーを制作し、月日の感覚を損
なわないようにしている。

一人ひとりが自由に行き来をし、ご利用者同士で話
しをしている。また、会話に入れない人もいるため
スタッフがいつでも声掛をし気をつけてます。耳の
遠い方には耳元で話して差し上げ孤独感を与えない
ように行っている。

ご利用者が手紙や電話を日常的に利用できるように
プライバシーに配慮しながら支援している。また、
手紙の代筆・代読・筆記等介助している。
ご本人、ご家族の要望により携帯電話を所持してい
る方の管理のお手伝いをしている。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



事業所

グループホーム朋友
作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

家族と共に利用者の人
生を振り返り、掘り下
げて把握する取組の強
化を行う。

身体的な低下、認知の
進行を予防し現状維持
が保てるように入居者
と向き合って行く。

１年

ADLの違う利用者の片
寄りが多く全員での行
動が難しくなってい
る。

その方に合った楽しみ
方を利用者と共に話選
んで行く。

１年

寄り添う気持ちを大切
に、笑顔のあふれる
ホーム作りを行う。

利用者同士の関係を円
滑に、一人孤立しない
ようにする。

１年

春夏秋冬の理解が感じ
られない。

五感を育む。 １年

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

利用者に今何がしたいか
を聞き個別対応を行い実
行していく。

その方の望み通りに実現
できるように計画してい
く。

利用者全員がレクリエー
ションを楽しめる様に工
夫提供し、一人一人が孤
立せず和やかに過ごせる
様にしていく。

季節に応じての食・花な
ど目で見て楽しみ体で感
じて頂く。

目　標　達　成　計　画

平成30年2月24日

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容
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